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成年後見制度は大きく変わります 

― 本人の意思を尊重する新しい

支援へ ― 

日本の成年後見制度（青年後見

人制度を含む）は、2026 年 6 月に

民法の大幅な改正が成立し、今後

は「必要なときに、必要な範囲だ

け使える後見制度」へと変わって

いきます。欧米ではすでに、本人

の意思を尊重しながら意思決定を

支援する「支援付き意思決定

（ Supported Decision-Making ：

SDM）」が広がっており、日本も同

じ方向へ進むことになります。 

日本の成年後見制度はどう変わる

のか 

● 3つの類型が一本化されます 

現在の「後見・保佐・補助」とい

う 3 つの類型は廃止され、支援の

枠組みが一本化されます。代理権

や同意権は包括的に与えるのでは

なく、必要な行為だけ個別に付与

する仕組みに変わります。これに

より、本人の状況に合わせたオー

ダーメード型の支援が可能になり

ます。 

● 制度を途中で終えることができ

ます 

これまでは、判断能力が回復しな

い限り制度を終了できないという

課題がありました。改正後は、保

護の必要性がなくなれば制度を終

えることができ、本人の生活状況 

 

に応じた柔軟な運用が可能にな

ります。 

● 後見人の交代がしやすくなり

ます 

信頼関係の悪化や支援の不適切

さがある場合、本人の利益のた

めに後見人を交代できるように

なります。より安心して制度を

利用できる環境が整えられま

す。 

● 施行は 2030年頃の予定です 

法制審議会のスケジュールによ

れば、2028 年頃に法案が提出さ

れ、2030 年頃の施行が見込まれ

ています。欧米では「本人の意

思を中心にした支援」が主流で

す。欧米では、後見制度はすで

に「本人が自分で決められるよ

う支援する制度」へと転換して

います。代理決定は最終手段と

され、本人の意思を最大限尊重

することが基本となっていま

す。 

● アメリカ 

テキサス州などで SDM が法制化

され、本人と支援者が契約を結

びます。支援者は情報整理や意

思表明の手助けを行いますが、

決定権は本人にあります。医療

や住まい、金銭管理など幅広い

場面で活用されています。 

 

● カナダ（ブリティッシュコロ

ンビア州） 

Representation Agreement（RA）が普

及し、本人が支援者を選び契約を結び

ます。判断能力が低くても契約できる

点が特徴で、支援者は本人の意思を引

き出すことが義務付けられています。 

● イギリス 

Mental Capacity Act（MCA）により、

本人の意思・選好の尊重が法的義務と

なりました。後見は必要最小限に限定

され、「最も制限の少ない方法」を選

ぶことが原則です。 

● ドイツ 

2023 年の改正で、後見制度は「支援

制度（Betreuung）」へ完全に転換し

ました。後見人は代理人ではなく支援

者として位置づけられ、包括的代理権

は原則禁止となっています。 

 

日本と欧米の違いと共通点 

日本の改正は、欧米の支援型制度に近

づく大きな一歩です。 

共通するポイントは次のとおりです。 

本人の意思を中心に支援する 

必要な範囲だけ支援を行う 

代理決定は最終手段とする 

状況に応じて制度を柔軟に変更・終了

できる 

日本の制度は、今後「本人の意思を尊

重しながら、必要な支援を必要なとき

に行う制度」へと大きく舵を切りま

す。 

まとめ 

今回の民法改正により、成年後見制度

は「終われる後見」「本人の意思に沿 
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った支援」という新しい方向へ進みます。欧米で広がる支援付き意思決定

（SDM）と同じ理念に基づき、本人の生活や希望に寄り添う制度へと変わっ

ていきます。制度の見直しは段階的に進みますが、より安心して利用でき

る仕組みが整えられていくことが期待されています。     

日本と欧米の制度の違いと共通点比較表 

項目 日本（改正後） 欧米（米・英・独など） 

制度の方向性 必要な範囲だけ個別付与 SDMが主流 

本人の意思尊重 強化される 法的義務として徹底 

類型 3類型→1類型へ 代理型は縮小、支援型中心 

終了の柔軟性 終了可能に すでに柔軟 

国際潮流との整合性 追いつく段階 先行してSDMへ移行済み 

 

支援付き意思決定（SDM）とは 

SDM は、判断能力が低下しても本人が自分で決められるように支援する仕

組みです。 支援者は情報を整理したり、選択肢を分かりやすく示したり、

意思表明を手伝ったりしますが、最終的に決めるのは本人です。 

医療、住まい、金銭管理、就労など、さまざまな場面で活用されていま

す。 

日本の制度は欧米型へ大

きく近づきます 

今回の民法改正により、

日本の成年後見制度は 

 ・本人の意思を尊重するこ

と 

 ・必要最小限の支援にとど

めること 

 ・状況に応じて柔軟に開

始・終了できること 

 ・本人に合わせたオーダー

メード型の支援 

といった欧米の潮流に近

づいていきます。 

「終われる後見」「本人の

意思に沿った支援」という

考え方が、今後の制度の中

心になっていく見通しで

す。  （河村） 

 

 

第5回美谷喜みんなよいこ研修会が令和8年7月5日岐阜県関市にある、（社

福）美谷会障がい者支援事業所（美谷の風）で行われ、奈良県自閉症協会

から河村が参加してきました。今回の講師は、自閉症eサービス全国ネット

代表の中山清司氏とPDDサポートセンターグリンフォーレスト理事長の志賀

利一氏でした。（高齢期・家族支援6080問題）（青年期・成人期のの支援

／就労／生活）について講演と討議が行われました。特に懇談会では帝京

大学の呂暁彤（ろしょうとん）教授の司会のもとに日本自閉症協会の最長

老岐阜の水の佐知子さん、岐阜の林裕子さん、天理大学関本克良教授、村

林秀紀さん、後藤秀紀さん、そして、河村も加わり、参加者の内容の濃い

質問や意見のもと活発な討議が行われていました。例年はここに梅永雄二

先生が加わっていらっしゃったのですが、今回はご自身のお体の関係でお

休みとなりました。またノースカロライナの自閉症者の様子やTEACCHの最

先端の内容を聞けることを期待しています。（河村） 

令 

和 8 年 7 月 9 日の読売新聞によりますと、 

生活保護で障害者加算の認定を受けている生駒市の女性が、精神障害者

保健福祉手帳の執行を理由に、市から失効期間の加算金の変換を求めら

れ、別の給付金から強制徴収されるなどしたことは違法だとして、市に対

して訴訟を起こし 8日に地裁で和解となった。この女性は 22年 7月にすべ

き障害者手帳の更新手続きを忘れていたため手帳の失効状態になった。生

駒市は失効期間中の加算金約 10万を女性に渡すべき電力・ガスの価格高騰

緊急支援給付金から返還させた。この、手帳の失効だけを理由に、加算金

の返還を強いたことが違法だとして、訴訟となっていた。 

 

障がい者にとっては、手帳

の更新が自己責任になって

おり、私たち自閉症者のよ

うに自分自身では手続きが

容易でない障がい者はどう

すればいいのかという問題

がある。それにもまして、

法的に行政が障がい者の生

活を守らなければならない

という視点が見えないのが

残念である。行政の縦割り

の構造のの弊害が現れてい

る。今回の障がい者を支援

する部署、取り立てる部署

になんの連携もない点が問

題である。どちらかがこの

女性にアウトリーチ(家庭

訪問)していれば、女性の

状態が把握でき、手帳の更

新も支援できたはずであ

る。       （河村） 
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NDF 事務局から 6 月 27 日に行わ

れた NDF総会の報告です。 

 

一昨日のＮＤＦ総会・記念講演は、

会場からあふれる参加者で成功裏に

終わりました。 

成年後見の講演がとても良く、改

めて、データを送ってほしい問い

合わせがいくつも届き、共有した

いと思います。 

ＡＩを使って、講演録も作成して

もらえましたので、講師の確認が

取れ次第、みなさまにまた送れる

かと思います。添付した資料は、

「著作権フリー」ということです

ので、色々な場で使っていただけ

ればよいということです＊特に青

木弁護士作成の「事前シュミレーシ

ョン」は秀逸です！改めて、成年後

見の本質問題・・・「意思決定」

が成年後見制度改正の肝であるこ

とが、深められました。 

 

障害のある人が、何を手助けしてほ

しいのか、どんな生活を望むの

か、その意思を尊重するには、意

思決定支援の実践が重要。それに

は、それ相応の人の支えと、体制

が必要です。当事者のみなさんか

らは、「今一度、自分を知るこ

と。自分がどんな生活を願ってい

るかを深く考える機会になった」

と。障害があることで、とかく家

族に依存せざるを得ない現実もあ

ります。家族や支援者が良かれと

思うことが、本人の意思と違うこ

ともあります。また、教育関係者か

らは、小さい時から「自分で考え、

選び、決めることができる」育ちが

保障されることが大切とも。 

ＬＤ親の会が、青年らと「お金

の勉強」を重ねて、自らの生活や

将来に向き合う取り組みも、この

制度を主体的に使っていくベース

になりますね。 

 

市民後見のみなさんや、社協、ケー

スワーカー、相談支援専門員の参加

も多く、新しい制度の下で、地域

の支援者に投げられた課題を、ど

う実践的にも運動的にも取り組む

か、身が引き締まる思い・・・と

感想が寄せられました。奈良県

は、令和７年度から、相談相談体制

を後退させてきました。（今まで４

圏域、４人いた圏域マネージャー

を、３人（統括１名・地域２名）に

減らしました）基幹相談支援セン

ターも奈良市と大淀町しかありま

せん。  →→

https://www.mhlw.go.jp/content/

12200000/001698042.pdf 

来賓としてご臨席された奈良県の

武平年史障害福祉課長も、じっく

り講演を聞いて、最後、県として

の感想と決意？を述べてください

ました。 

 

 引き続き、ＮＤＦとして、皆さ

んの学びたい、交流した要求に応

えて 2026年度も活動をすすめてい

きます。 

今後ともよろしくお願いいたしま

す。          以上 

************ 

奈良障害フォーラム（ＮＤＦ）事

務局 

*********** 

 

日本自閉症協会からの映画試写会

参加のお礼 

 

昨日は映画「平行と垂直」の試

写会にご参加くださり、た事前の

ご招待者のお声かけを含めてご協

力くださり、誠にありがとうござ

いました。東映ビデオさんから下

記メールをいただいておりますの

で共有いたします。 

 

先方からのメールにございます通

り、試写会についてのご感想やお 

気づきの点などございましたらお

知らせいただけますと幸いです。 

 

・・・以下転送・・・ 

昨日の映画『平行と垂直』試写

会におきましては、参加者様の取

りまとめや諸調整など、 

多大なるご協力を賜り、誠にあり

がとうございました。 

 

おかげさまで、無事にイベントを

終了することができました。 

多大なるお力添えをいただきまし

たことに、心より感謝申し上げま

す。 

 

大阪、兵庫、神戸市、京都、奈良

の協会の皆様にも感謝の旨お伝え

いただけますと幸いです。 

 

当日の運営に関しまして、皆様に

快適にご鑑賞いただけるよう配慮

させていただきましたが、何か不

行き届きやご不便な点はございま

せんでしたで 

しょうか。 

今後の参考にさせていただきたく

存じますので、もし気になられた

点などがございましたら、お聞か

せいただけますと幸いです。 

・・・ここまで・・・ 

 

どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

なお奈良県からは 5 名の方に参

加していただきました。 

（河村） 
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                                         令和８年７月７日 

 「こどもまんなか 児童福祉週間」協力団体 各位 

  こども家庭庁成育局参事官（事業調整担当） 

 

令和９年度「こどもまんなか 児童福祉週間」標語募集事業への協力依頼について 

 

児童福祉行政の推進については、平素から格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

こどもたちが健やかに育つこと、これは社会の宝であるこどもたちに対する国民全体の願いであり、すべてのこどもが家庭や

地域において、豊かな愛情に包まれながら、夢と希望をもって、未来の担い手として、個性豊かに、たくましく育っていける

ような環境・社会を作っていくことが重要です。 

こうした中、こどもや家庭、こどもの健やかな成長について国民全体で考えることを目的に、毎年 

５月５日の「こどもの日」から１週間を「こどもまんなか 児童福祉週間」（５月５日～１１日）と定めて、児童福祉の理念

の普及・啓発のための取り組みを行っています。 

今般、令和９年度に 81 回目を迎える「こどもまんなか 児童福祉週間」にふさわしい標語の公募を行いますので、「標語募集

実施要綱」（別添１）と掲載用記事のひな形（別添２）を参照いただいた上、貴団体の広報誌や機関誌掲載等により、周知を

図っていただくようお願いいたします。 

こども自身が家庭や社会について考えることは、こどもが成長していく上で重要であり、標語募集にあたっては多くのこども

たちの参加をうながしていただきたく、重ねてお願い申し上げます。 

 

令和９ 年度 ｢ こどもまんなか児童福祉週間」 標語募集実施要綱 

    １．趣旨 

        こどもたちが健やか育つこと、これは社会の宝であるこどもたち対する国民全体の願いであり、すべてのこどもが家庭

や地域おいて、豊かな愛情包まれながら、夢と希望をもって未来の担い手として、個性豊か、たくましく育っていけるような

環境・社会をつくっていくことが重要です。このため、政府では、すべてのこどもと子育てを大切?する取り組みを進めていま

す。 

    また、こうした社会づくりを大人のみで取り組むのではなく、どのような社会が理想なのか、こどもたち一人一人がそれぞ

れの意志で新しい未来を築いて行こうとする取り組みを進めていくこと、そして、それを応援する環境を整備していくことも

求められています。 

    こうした中、こどもの健やかな成長、こどもや家庭を取り巻く環境?ついて、国民全体で考えること を目的に、毎年５月５

日の「こどもの日」から１週間を「こどもまんなか  児童福祉週間」（５月５日～５月１１日）と定めて、児童福祉の理念の

普及・啓発のための取り組みを行っており、今般、その象徴となる標語の公募を行うものです。 

２．標語の募集 

      〈募集内容〉 上記１の趣旨を簡潔?表現し、こどもたちを応援する標語や、未来へ向けてのこどもたちからのメッセージ

となる標語を募集 

      〈応募資格〉 どなたでも応募可能 

      〈応募方法〉 ? はがき、封書またはファクシミリよる応募 

                  ? インターネットまたはメールよる応募 

      〈応募先 〉 〒102-0081 東京都千代田区四番町 2-12 四番町 TH ビル 6 階 

                                      公益財団法人 児童育成協会 「標語募集」係宛 ＦＡＸ番号 : 03-5357-1809 

                        ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ : https://www.kodomono-shiro.or.jp/jigyo/hyougo 

                        ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ : hyogo09@kodomono-shiro.jp 

      〈応募上の注意〉 応募者本人が創作した未発表の作品?限ることとし、応募作品は返却しないこと 

      〈著 作 権〉 最優秀作品及び入選作品の著作権は主催者?帰属 

      〈そ の 他〉 応募者の個人情報は主催者が管理し、標語募集事業運営の目的以外?使用し ないこと 

      （参考：過去５年の最優秀作品） 

            令和８年度 いこうぜ！みんな キラキラのあしたへ ゴーゴゴー！令和７年度 いつだって まんまるまんなか こど

もたち 

            令和６年度 すきなこと どんどんふやして おおきくなあれ令和５年度 小さなて みんなではぐくみ 育ててく 

            令和４年度 見つけたよ 広がる未来とつかむ夢 

 

３ ．応募期間 

      令和８年８月１日(土) ～９月 30 日(水) ※郵送の場合は、当日消印有効とします。 
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ＮＨＫとＮＨＫ厚生文化事業団は

、子どもの発達障害をテーマとした

オンラインフォーラムを開催、ライ

ブ配信します。 

 

発達障害がある子どもの特性につ

いて基礎知識を確認し、親や支援者

、学校の先生など、それぞれに役立

つ知見を、専門家の助言をもとに共

有するフォーラムです。当日はスタ

ジオと当事者とを中継で結び、何が

どうつらいのか、どんなサポートが

あれば力を発揮できるのか、など支

援のあり方のヒントを聞いていきま

す。また、今、関心の高い「インク

ルーシブ（包摂）教育」「合理的配

慮」等の課題についても考えていき

ます。 

オンラインの参加者のみなさまか

らのメッセージに寄り添いながら進

めていきます。 

 

近藤 幸男（川崎市発達相談支援セ

ンター 特別支援教育士） 

綿貫 愛子（公認心理師／ 東京都立 

特別支援学校外部専門員、特別支援

教室巡回相談心理士） 

内藤 裕子 ＜司会＞（フリーアナウ

ンサー） 

申し込みフォーム 

日時 

2026年 7月 25日（土曜） 

開演：午後 1時 30分 終演予定：午

後 5時 30分 

開催形式 

インターネットでのライブ配信 

インターネットに接続された環境下

にあるパソコン、スマートフォンな

どから視聴できます。 

参加者ごとに個別の IDとパスワード

をお送りします。お一人ずつ事前申

込が必要です。  

 

内容 

このフォーラムでは、【発達障害の

基礎知識】を確認するところから始

め、＜親や支援者として＞＜学校・

先生として＞それぞれに役立つ知見

を、専門家の助言をもとに共有しま

す。また、スタジオと当事者とを中 

継で結び、何がどうつらいのか、ど

んなサポートがあれば力を発揮でき 

るのか、など支援のあり方のヒント

を聞いていきます。 

 

出演予定 

本田 秀夫（信州大学医学部 子ども

のこころの発達医学教室 教授 ／ 

精神科医） 

菊田 史子（当事者の母 ／ 一般社

団法人 読み書き配慮 代表理事） 

 

 
 

   

                

 

今年全国大会が開かれる愛媛県自閉

症協会さんからの情報です。 

 

現在全国各地で上映中の映画を１

本ご紹介申し上げます。 

 

「劇場版 旅人検視官 道場修作」

という映画で、愛媛県松山市や内子

町を舞台に撮影された映画です。内

藤剛志主演で、６月１２日から全国

公開されております。 

お忙しいと思いますが、ぜひご覧い

ただけたらと思いまして、情報提供

させていただきます。 

 

 

「劇場版 旅人検視官 道場修作」

公式 HP 

https://michibasyuusaku-

movie.jp/ 

 

 

「劇場版 旅人検視官 道場修

作」上映劇場情報 

https://theaters.jp/33497 

 

 

「あいサポート運動」推進協議会

の開催 

 

今年度は、福知山市職員の方に「

あいサポート運動」の効果的な周

知・啓発方法や先進的な取組事例

等をご紹介いただく予定。 

 

日時 令和８年８月 10日（月） 

14：00～15：30 

場所 奈良県社会福祉総合センタ

ー５階 大会議室 

内容 まほろば「あいサポート運

動」の進捗状況、福知山市に

よる取組発表、意見交換                                                                                                        

 

連絡先 

奈良県福祉保険部障害福祉課  

共生推進係 池田 

syogai@office.pref.nara.lg.jp 

TEL：0742-27-8922      

FAX：0742-22-1814 

 

 

「発達障害者支援地域協議会」の

開催 

 

日時 令和８年８月６日（木） 

 14:00～15:30 

場所 奈良県総合リハビリテーシ

ョンセンター本館２階 会議室 

（磯城郡田原本町大字多722番地 

連絡先 

奈良県福祉保険部障害福祉課 

こども発達支援係 平田 智子 

〒630-8501 奈良市登大路町30 

TEL:0742-27-8512内線:61839 

FAX:0742-22-1814 

E-mail：hirata-tomoko@office.pref.n

ara.lg.jp 
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日本自閉症協会事務局からの報告と

お願い 

 

昨今の当会に対する寄付やコラ

ボレーションの取り組みについ

て、ご報告申し上げます。皆さま

の温かいご支援・ご協力に改めて

御礼申し上げます。 

 

「ブロンプトン チャリティライ

ド」ご報告 

 

折り畳み自転車ブランドの

Brompton Japan 様が、今年で 3 年

目となるチャリティライド（6 月

26 日～27 日実施）を開催されまし

た。 

自閉症の子どもたちや若者を支

援する『Ambitious 220』の一環と

して、台風の中、352km という過

酷なライドを完走されました。 

フィニッシュ後の懇親会には、当

会の樋口、および東京都自閉症協 

 

会・横浜市自閉症協会より役員の 

皆さまにもご同席いただき、関係

者と有意義な交流の時を持つこと

ができました。 

ご協力いただいた皆さまに心よ

り感謝申し上げます。 

 

▼当会 SNSでの紹介： 

https://x.com/asjoffice/status/

2071785418937573542 

 

▼「ブロンプトン チャリティラ

イド」のクラファンページ 

https://camp-

fire.jp/projects/861757/view 

 

¦株式会社ヘラルボニー「Beyond 

Blue Project」 

 

株式会社ヘラルボニー様による

共創プロジェクト「Beyond Blue 

Project」にて、多くの方へ当会の

思いを届けていただきました。 

 

 

本プロジェクトの収益の一部を当

会にご寄付いただきましたこと、

深く御礼申し上げます。 

なお、本プロジェクトは「デジタ

ルサイネージアワード 2026」にて

優秀賞を受賞されました。 

▼「Beyond Blue Project」詳細： 

https://heralbony.jp/topics/605
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¦映画「平行と垂直」チャーム付き

ムビチケ企画 

 

4 月 2 日の「世界自閉症啓発デ

ー」に合わせ、ASD への深い理解

と社会的活動への支援を目的に、 

「リボンドネーション」のリボン

アクリルチャームを制作いただき

ました。 

本企画の収益の一部が当会に寄付

される予定です。 

広報にご協力いただきました皆さ

ま、誠にありがとうございまし

た。 

 

なお、8月28日の映画公開に先立

ち行われた試写会には、 

近隣の加盟団体様にもご案内をさ

せていただきました。 

ぜひ劇場でもご鑑賞いただけます

と幸いです。 

 

▼映画「平行と垂直」公式サイ

ト： 

https://www.toei-

video.co.jp/heikoutosuichoku/ 

 

今後とも、当会の活動に変わらぬ

ご支援を賜りますようお願い申し

上げます。        以上 

 

 

 

奈良県自閉症協会から映画「平

行と垂直」の試写会に参加してい

ただいた K さんからの感想メール

の内容です。（河村）… 昨日、

「平行と垂直」のプレミアム試写

会に参加させていただきました。 

 監督、主演のお二人からこの作

品に携わる経緯や思い入れを伺っ

た後の鑑賞で、2時間と限られた中

に、主人公に関わる人々それぞれ

の想いや、「障害者」というレッ

テルで、普通ではないと認識され

た主人公の言葉にならない苦しみ

など様々なテーマ、メッセージが

込められていました。 

 胸が痛くなる場面もありました

が、ラストには温かい気持ちにな

り、一緒に鑑賞したうちの「大貴

（主人公の名）」がより一層愛お

しくなりました。  

この試写会に出席させていただい

て良かったです。誠にありがとう

ございました。… 

（K) 
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特総研メールマガジンからの情報 

 

●令和８年度発達障害教育基礎セ

ミナーのご案内 

オンデマンド配信による発達障害

教育基礎セミナーを開催いたしま

す。 

本セミナーでは、通常の学級に在

籍する発達障害のある児童生徒の

学びの充実について、 

特総研の重点課題研究の成果を踏

まえながら提案し、発達障害教育

の充実を図ります。 

 ◇テーマ  「通常の学級にお

ける多様なニーズのある子供の学

びの充実」 

 ◇開催期間 令和８年７月 17 日

(金)から令和９年１月 11 日（月）

まで 

 ◇対象者  教育関係者及び関

心のある方 

 ◇開催形式 オンデマンド配信 

 ◇参加費  無料 

◇申込期間 令和８年 11 月 27 日

（金）まで 

〇お申込みはこちら→ 

 

https://cpedd.nise.go.jp/about-

cpedd/activities/2026-kseminar/ 

●令和８年度自閉症・情緒障害特

別支援学級担当者専門性向上セミ

ナーのご案内 

自閉症・情緒障害特別支援学級担

当者等、 

自立活動の指導について理解を深

めたい方を対象とした 

「専門性向上セミナー」をオンデ

マンド形式にて開催いたします。 

本セミナーでは、自閉症のある子

どもの自立活動と各教科等の関連

を図った指導について、 

研究成果や小・中学校の実践事例

をもとに理解を深めることを目的

としています。 

◇配信期間 令和８年７月 27 日

(月)から８月 31日（月）まで 

◇対象者  教育関係者ほか、 

関心のある方 

◇開催形式 YouTube によるオン

デマンド配信 

 ◇参加費  無料 

 ◇申込期間 令和８年８月 28 日

（金）まで 

 

〇お申込みはこちら→ 

https://e-ve.event-form.jp/ 

event/134539/NISEseminar3 

 

●令和７年度地域支援事業報告書

の発刊について 

地域支援事業は、特総研と自治体

が連携し、地域におけるインクル

ーシブ教育システムの 

構築を推進することを目的とし

て、令和３年度から５年間にわた

り実施してまいりました。このた

び、令和７年度地域支援事業報告

書を発刊しましたので、お知らせ

いたします。 

本報告書では、２県４市の計６

自治体におけるインクルーシブ教 

 

育システム構築に向けた具体的な 

取組や工夫を紹介するとともに、

５年間の地域支援事業を通して得

られた成果や課題についても分析

し、整理しております。 

本報告書が、皆様の地域におけ

るインクルーシブ教育システム推

進の一助となれば幸いです。 

地域支援事業は令和７年度をもっ

て一区切りとなりましたが、今年

度からは、新たに「地域共創事

業」を開始しております。 

これまでの地域支援事業で培われ

た知見を基盤として、 

自治体や関係機関との連携をさら

に深めながら、インクルーシブ教

育システムの推進に取り組んでま

いります。 

引き続き、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 

○令和３～７年度地域支援事業報

告書 ダウンロードはこちら→ 

 

https://www.nise.go.jp/wsi/regi

onal_support/report/ 

 

※以上国立特別支援教育総合研究

所（特総研）メールマガジン 

第 232 号（令和８年７月号）から

の情報 

 

 

 
  報告書 

 

 

 
発達障害者教育基礎セミナー 

 

 
専門性向上セミナー 
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第 58 回障害福祉サービス等報

酬改定検討チーム（令和 8 年 7

月 3 日開催）での日本自閉症協

会のヒアリング資料の概要 

 

日本自閉症協会は、自閉症のあ

る本人・家族の立場から、令和 9

年度報酬改定に向けて次のような

意見・要望を提出し、自閉症特性

に応じた支援の質向上を強く求め

ています。 

● 自閉症の特性に合った支援が十

分に提供されていない 

感覚過敏 

ミュニケーションの困難 

予測困難への不安 

行動上の課題 

これらに対応できる専門性を持つ

支援者の配置や研修の強化を求め

ています。それと、専門性のある

支援者の配置を報酬で評価してほ

しいことを述べています。 

 

● 要望の中心 

自閉症支援に関する専門研修を受

けた職員の配置を評価 

自閉症支援の経験年数を評価 

行動障害支援の専門性を報酬に反

映 

「専門性があっても報酬上評価さ

れないため確保が難しい」という

課題を指摘。 

 行動障害のある人への支援体制の

強化 

● 現状の課題 

行動障害があると受け入れ先が極

端に少ない 

家族が疲弊し、地域生活が維持で

きないケースが増加 

● 要望 

行動障害支援加算の拡充 

行動障害支援の専門研修の義務化 

行動障害支援を行う事業所への報

酬強化 

 

相談支援の質向上と専門性評価 

● 自閉症の特性を理解した相談支

援が不足 

本人の意思決定支援が不十分 

家族の負担が大きい 

● 要望 

自閉症支援の専門研修を受けた相

談支援専門員の評価 

自閉症特性に応じたアセスメント

の導入 

家族支援の強化 

● 家族の負担が非常に大きい 

24時間の見守り 

行動障害への対応 

将来への不安 

● 要望 

家族支援の加算創設 

家族向け研修の充実 

レスパイト（短期入所）の拡充 

地域生活の継続を支える仕組みの

強化 

 

● 要望 

グループホームの人員配置強化 

重度者の地域移行を支える加算の

拡充 

地域での「孤立」を防ぐ支援体制

の整備 

 まとめ：自閉症協会の主張の核心 

日本自閉症協会が最も強く訴えて

いるのは、「自閉症の特性に応じ

た専門性のある支援を、報酬でし

っかり評価してほしい」という点

です。特に、行動障害のある人へ

の支援、専門研修を受けた職員の

評価、家族支援の強化、地域生活

の継続支援が重点項目です。 

 

※資料は厚労省のホームページに

掲載されています。 

 

 

 
日本自閉症協会は資料6 

 

 

 

 

 

 

 

 

訃 報 

グループホームの運営に関した

問題などで、国レベルの交渉に先

頭に立っていただき、私たち奈良

県自閉症の絆にも多数の情報提供

をしていただいていた、日本自閉

症協会の常任理事であった、静岡

県自閉症協会会長の津田明雄様

が、６月１７日にご逝去されまし

た。 

津田明雄様には、長きにわたり

自閉症協会を支えていただきまし

た。謹んでご冥福をお祈り申し上

げます。  

（河村） 
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     Webでの申し込み受付開始は8月初旬頃からの予定のようです！ 

 

 発行人：関西障害者定期刊行物協会

住 所：〒５４３－００１５ 

大阪市天王寺区真田山町２－２ 東興ビル４

F編集人：奈良県自閉症協会 

定 価：１００円 
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